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裁　 匸決 書

審査請求人。㎜

処分庁 皿 福祉事務所長

≒審査請求人かち平成22 年９月15 日付｡けで提起された生活保護費返還決定処
分に係る審査請車については、次のとおり裁決します。－　　　ご　 ダレ　＜

卜　　　 匸　 ノ　 づ　　　　 し　 一主　 っ
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●　．　¶．　　 Ｉ　　 ．　 ●　　　　　　　　　 ．　　　・　　　　 ．　　　　　　 ・
処 分 庁 が 平 成 ぐ汕ｲ 年 ７ 月, ６ 日 付 け で 行 な っ た 生 活 保 護 法 第613 条 の 規 定 に よ る

費 用 返 還 命 決 定 処 分 は ， ∧こ れ を 取 り 消 し ま す
○　　･ ． ・　．　

゛,
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１　 ．事 実 関 係 レ ／　　
卜､･．･･　

．･． ．･･ ．
．･　　

・ ・･･ ．　　　･･･ ・　　　･･
．･･

●　■　　　　　．　　　　　　　　　　 ．Ｉ　･　Ｉ ●　　　　　　 ●　　Ｉ　　　　　　　　　　　　
． ．　乱　 ●厂 調 査 し た と こ ろ 、こ次 の 事 実 が 認 め ら れ ま す ．ダ 犬　　　 レ レ　 … … … … …

・　Ｉ　　　　　　 ●　　　　　
．　 ●　　　　　　　　 ・　　　　　　

●　　　１　 ‘　　　　 Ｉ．■　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＱ ） 審 査 請 求 人 （ 以 下 「 請 求 人 」二と い う ．）1 は 、 処 分 庁 に 対 し 、 平 成22 年 １ 月

■　　　 嵋･　　　　　　　・　　　　　　　 ●　　 ●　　 ．　●　　　　　 １　・　　　 ・　ｉ●　、　Ｉ Ｉ　　　　　　　 ●
.22  0

付 け で 、 平 成21 年 レ10 月 、11 刄 及 び12 月 分 に 係 る 収 入 申 告 書 を 提 出 し 、

／た ．‥当 舞 収 入 申 告 書 の そ の 他 の 収 入 欄 に は 、y 平 成2! 年/11 月 分･ と し て 年 金

●　●　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　･I　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　 ・
＞ ㎜

、
彫 何 年12 月 兮 ど し １= 年 余 四 円 及 び= 企 業 年 衆 四ﾚ 円 と 記 入

∧　 さ れ て い た6　　　 ‥ ‥‥‥‥‥ ‥　　　 ‥‥　　　 ‥‥‥　 ‥‥‥
‥‥ レ ミ……

… … …
…

－　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ． ｊ七
）
コ

請 求 人 叭. 処 分 庁 に､ 対 匸 平 成 盛 年4j 13 日 付 け で 、､ 平 洫22
牟

Ｌ 月く、
・　　　　　　 、　　　　．　・　　　　　 ・　　　　　　　 ●〆　　　．　　　　　　　　　　　　 ．．　　・　、　　　

●●　　　　　　　　　　 Ｉ　●　　　　・ Ｉ　　　　　’
・２ 丹 及 び ３ 月 分 に 係 る 収 入 申 告 書 斎 提 出 し た ． 当 該 収 入 申 告 書 の そ の 他 の

し
●　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　･ ll
収 入 欄 に 雌 ご 平 成22 年 ２ 月 分 と し 乍 年 金 ㎜ 円 、 同 年 ４ 月 分 見 込 と し

て 年 金 ㎜ 円 と 記 入 さ れ て い た ．レ　
‥
‥ ‥ ‥ ‥ ‥=　　 ……

…

（3 匸 平 成22 年 ６ﾑ 月･ 、 処 分 庁 は 、ヽ 平 成2! 年 市 民 税 課 税 調 査 に お い て 、
請 求 人 が

＼平 成21 年 に 年 金 収 入 を 得 て い る こ と を 確 認 し 、 こ の
時 点 に お い て

、 請 求 人

・　 が 処 分 庁 に 既 に 提 出 し て い た 収 入 申 告 書 の 内 容 に つ い て 確 認 し た ．　　 ▽

（4 ）一 平 成22 年 丘 月29 日 、 処 分 庁 は 、 来 庁 し た 請 求 人 か ら ぐ 年 金 め 振 込 み が

．　　 ｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　 Ｉ　　　　　　 ・　　　　　　　　　 ・　　　　　　 ・
｀ あ っ た 貯 金 通 帳 を 確 認 し 、 平 成31 年 Ｕ 月 か ら 平 成23 年 ６ 月 分 ま で め 年 金

受 給 額 を 確 認 し た
Ｏ

当 該 貯 金 通 帳 の 年 金 収 入 額 に 関 す る 記 載 は レ 次 の と お
・

り で あ っ た
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① ㎜ 「21-11-13 冂 年 金 」 卜　　 ＼　　　　　　　　　　　 ノ

／ ②(21-12-01) づ 特 ゛ﾖｳﾈﾝｷﾝﾚﾝｺ 勹‥　i･　　　 十 卜

③ ㎜(21-12-15) 「年 金 匸　　　　　　　　　　　　 十　 犬

濔 四(22-02-15) 「年 金 」　　　　　　　　　　　　　 ∧

⑤ 。(22-04-15) 「年 金 」　 ＜　　 ト ト　　　　
ダ

●　　　　　　
・　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　-1.1　　　　　　　 ’・　　　｡　　　 ’　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　・　　　●(22-06-01) 「ｷ ｷﾞｮ 妹ﾝｷﾝﾚﾝ ｺﾞ 」　　　　　　　 レ　 り

７ ⑦ レ四(22-06-15) 「年 金 」　　　　　　　 ／　　　 し･　 ＼

Iな お 涓 司 日 現 在 、 饋 求 人 が 保 有 す る 貯 金 残 高 は 、１ 円 分 あ っ た
Ｏ

■　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　・　・ ●　　I　　　　　　　　　　　　　・
（6 ） 平 成‘22 年 ７ 月 ６ 日 、 処 分 庁 は 、 ヶ･-･ 坏 診 断 会 議 に お い て 、ご

平 成2:L= 年11
㎜　　　　　　　　　　¶･･　　　　　・　　　　　●　　　■　　　　　　　　　　　・

月 か ら 平 成22 年 ４ 月 ま で の 年 金 収 入 計! 四i 円 に つ い て 、生 活 保 護 法（昭

和25 年 法 律 第144 号 。 以 下 「法 」 と い う 。＼） 第63 条 を 適 用 す る こ と を 決 定

し 、 同 年 ６ 月 以 降 の 年 金 収 入 額 に つ い て は 、:同 年 ６ 月 及 び ７ 胃 分 の 保 護 費

を 再 計 算 し 、 同 年 ８ 月 分 以 降 の 保 護 費 で 収 入 認 定 す る こ と と し た 。　　 づ

（6 ）… ……処 分 庁 は 、 来 庁 し た 請 求 人 に 対 し い 平 成22 年 ？ 月 ６ 日 付 け のｊ 費 用 返 還

決 定 通 枷 書 」 に お い て 、十法 第63 条 に 基 づ 麝 四 円 （平 成21 年1 瓦 月 か
Ｉ　　　　　Ｉ　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　。 ●　■　　・

∧ ら 平 成23 年 ４ 月 め 年 金 収 入 額 相 当 額 ） 匈 返 還 を 求 め･る 処 分 （以 下･ 「 本 件 返
丶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　。。　　　　　　、　　ｌ° ¶　　　　　　 ●　　　　　　・

還 処 分 」∧と い うし） を 行 い; ＼ 同 年 ７ 月30  0 √ 当 該 書 面 及 び 同 年 ７ 月26 日 付
●　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　1･　　.　　　　　　　　　　　　I.　　 ・　　　　・

∧ け の 「生 活 保 護 法 第63 条 （費 用 返 還 義 務 ） に つ い て （通 知 ）」△を 請 求 人 比
■I　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　､　　　　　　　　　　　　 ●

犬 手 交 し た 。　　ﾚ ‥‥ ‥‥ ‥‥‥　 ‥‥ ‥ ‥ ‥　 ‥･　　 ▽　　 ヅ

２　 請 求 入 の 主 張 ヽ ‥‥ ‥ ‥
‥　 ‥‥ レ≒　．･･　 ．・．．　･．　･

．．･　　　
．･．　　･･　 ．･･･

☆ｻ 請 求 人 は 、以 下 の 大 要 の と お り 主 張 しj 本 件 返 還 処 分 の 取 消:し を 求 め て い ま
・　・　　　　　　　ｌ ●　　　　Ｉ　　　　Ｉ　　．　・　　．　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　．、　　　・
す ．‥‥ ‥ ‥

‥‥　　
‥‥､ ‥ ‥‥7..　　･.　　　　　 ・.

●●　　･.･..･･ ●･..　　　･･･ ・・　　j■-　　I， ●　　　　　－　　　　　　　、　　　　　　　　　・　　I　　　.冫Ｉ　．　　　 ．　　・
（坎 ＼本 件 返 還 処 分 は √ 単 純 に 担 当 者 が 、 請 求 人 が 適 正 に 行 ？ た 収 入 報 告 の 記

載 を 見 落 と し た た め に 年 金 曵 給 め 事 実 を 把 握 で 寺 な か っ た と い 与 √ 行 政 側

ノ の 単 純 ミ ス.に よ る も の で あ る ．し処 分 庁 の 過 失 の 程 度 は 大 き い ．　 ‥‥　
‥ ‥ ‥

（2 ） ∧法 第63 条 は 、 「被 保 護 者 が 、 急 迫 め 場 合 等 に お い て 資 力 が あ る に も か か

Ｉ　　Ｉ　　　　Ｉ　　　　 ●　　　
．　　　●　　　　　　　　　　Ｉわ ら ず 、 保 護 を 受 け た と き 」/で あ る 場 合 に 適 用 さ れ る ．し即 ち 、 向 条 は 、 急

迫 の 場 合 な ど で 資 産 は あ う て も す ぐ に は そ の 活 用 が 變 き な い 場 合 で あ う て 、

． そ の 時 そ の 場 の 状 況 に お い 七 必 要 な 保 護 が 行 わ れ た 場 合 に 、lそ の 処 分 自 体

は 有 効 と し て お き 、 費 用 だ け は 事 後 的 に 徴 収 す る とｙ･ う 事 後 調 整 を 可 能 に

す る 規 定 で あ る ．　
‥　　

＼　　････ ．　･．　　　　･
．　　　･･　

卜
ｌ　　　　　　 ■･　　　　　　　　　　　　　　 ■＼　 そ し て 、 急 迫 の 場 合 「等 」 と は 、 例 え ば 実 施 機 関 及 び 被 保 護 者 が 予 想 も

し な か っ た よ う な 収 入 が あ っ た こ と が 事 後 に な っ 七 判 明 し た 場 合 を い う と

解 さ れ て い る ．　　　 卜　　　 ．･． ．･　･．･　・ ．･．・　　　･･　　 ．
．･
．．　・･卜 大

＼ 本 件 め よ う に 行 政 側 が ミ ス を 犯 し 、 漫 然 と 資 力 が あ る と 誤 認 し た よ う な

２

≫
w
*、ｊ
〃７
．５
冫・ｔ



り

ン

．’・
’‐ふ

こ

．

″

・

４
″μ
・
９゚
・
・Ｓ
！
‘

万 感

食!.,..ぷ.,.,.1
言 ⊃|

jｿ 

,;I E 

i

慝 ご り･

ご
場 合 ま で 「 急 迫 の 場 合 等 」∧ に 含 め て 解 釈 す る こ と は 、 断 じ て 許 さ れ ず 、 法

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　II　　　 丶　　　　　・第63 条 を 適 用 し て 受 給 者 に 保 護 費 の 返 還 を 迫 る の は 、･明 ら か な 誤 り で あ る 。

（3 ） 法 は 、 日 本 国 憲 法 第25 条 の 理 念 に 基 づ く も の で あ っ て 、 国 民 の 最 低 限 度

の 生 活 を 保 障 す る た め の 法 律 で あ る 。
「 最 低 限 度 の 生 活 」 を 強 い ら れ て い る

■　　　　　　　　　 ■　　　■●　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　 ｜
者 が 返 迦 匯 ）義 務 を と負 う と い う こ と は √ 「 最 低 限 度 」 の 水 準 を さ ら に 下 回 る 生

活 を 強 い ら れ る こ と に｡ な る と い う こ と で あ る 。 し た が う て √ こ の よ う な 事

二 態 り: 可 能 な 限 り 回 避 さ れ る よ 引 こ 法 は 解 釈 さ れ な け れ ば な り な い √ …　 …

二　 よ っ て ミ 仮 に 実 施 機 関 の 単 純 ミ ス が あ っ た 場 合 に 伝 本 条 め 適 用 に よ っ
ｉ●　　　　　　　 Φ　　 ●　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　 、　　。　　・　　　　 。

しｰ （ 被 保 護 者 が イ 最 低 限 旋 ） 以 す の 生 晧 を 強 い ら れ る こ と･ が 臨 旨に な る φ だ=

と し た ら 、 法 め 趣 旨 を 逸 鹹 す ﾃる゙ 憲 法 洫 反 の 解 釈 で あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。

（4 ）∧ 「 生 活 保 護 問 答 集 に･ つ い て 」/（ 平 成a1 年 ３ 月
二31 日 付 け 厚 生 労 働 省 社 会 ・

■　Ｉ　　　 ■　■･　　・　　　　　　　　 Ｉ･　 ■Ｉ　　’　；　■　¶|　　　 Ｉ　Ｉ　　 ’　　　　　 ●　　　Ｉ
絡。以下ﾚ「問答集」という。）め問13-2 に生活保護

ﾌ に お い て も 、･｢ 収 入 の 増 減 が 事 後 に な っ て 明 ら か と な･ つ て も 何 ら か の 調 整 を
ＩＪ．　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　 －　　　 Ｉ　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　 ・　　●{'　　　　 ．　　・　　　　　　　　　　　　 ・　　　　 ・　　　　　　　　　　･･

ノ 考 え る べ きT 範 囲 は ２ か 月 程 度 と 解 す べ き で あ る ふ｢ 行 政 処 分 自 体 に 安 定 性

が 要 請 さ れ る･ と 同 様 、､ 行 政 処 分 の 相 手 方 に と っ て も 行 政 処 分 が い う ま で も

■　　　　Ｉ　　．　Ｉ　　　　　　 ．　　　　　　 ・　ｉ　'Ｉ　　　　　　 ●　　　・　　　 ．　　　･･
二 不 確 定 で あ る こ と は 妥 当 で な い か ら で あ る ．｣ﾉ と 指 摘 が さ れ て い/ る ．

… ………し.'だI ヵS
フ で

、 澗 及 的 な 収 入 嬲 声 の 範 喞 を 超 え､
し
そ れ 以 上f7) 収 入 分 に う い

尚 て 法 第63 条 を 違 憲 的 に 解 釈 し て 被 保 護 者 に 返 還 を 義 務 付 け る こ と は 許 さ れ

■　　■　　■　■　　　 ■　　　 ■　■　　 ■　　　　　　　 ■　　　 ¶　　　　　 ．　　　　　　 ●　　　　　　・　　．　　 ゜．　¶　　●　．゚　　　．　　　　　　■．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　Ｉ■　　　　　　　 ・　　Ｉ●
… …

な い 運 用 で あ る ．ユ フ　 ‥
‥
‥‥‥ ‥‥‥‥‥　 ‥ ‥

‥‥ ‥ ‥‥
‥ ‥‥　　

‥‥ ‥　 ‥
・　　・ ■･　　　　、　　　ｌ　　　　　　 ●　　　　　　　 ．．．

ｌ
，　　　　　　 Ｉ　　　　　　　・　　　　　　　 Ｉ　　¶　　　　　　　 ・　　　･･　●　　　　　　　　　　 Ｉ･　　　　　　　 Ｉ(５) 卜 処 分 庁 は √ 平 成 鹿 年 ６ 月 分 及 び ７ 月 分 の 年 金 收 入 に っ い て ぱ √ 単 に 収 入
●　　-･　　　　　 ●　●　　．　　 ■　　　｜　　　－　　　　　　　　 ■　　．　　　　　　　 ・　　　 ¶　　　　　 ■Ｉ・　'　　　　　　　 ・　　　・　　　　　　 ・　・　　　　　　 ●　　　　 ．・　　　 ｌ　　　　　ｉ⊃ 増 が 明 ち か に な っ た 場 合 と い う こ と で 遡 及 的 な 支 払 い を 求 め る 一 方 でﾐ ぞ

∧ れ 以 前 め 年 金 収 入 に う い て はl 、 法 第63 条 を 根 拠 と 返 還 を 求 め て お り'
、
＼ 全J く

・　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　' ．　　　　　 ●　　　●　　　　　Ｉ　　Ｉ　　　・　・　　 ・　　　　　　　 ・
一 貫' 吐 が な い 。j……､i, ‥‥‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥‥　‥‥＼ ダ ‥‥ ‥ ‥‥ ‥‥　　 ‥　､‥ ‥‥ ‥ ‥

二　 本 件 の よ う に 処 分 庁 が 単 純 ミ ス を 犯 し て お､ き な がﾉ ら √ ご の よ う な 便 宜 的

／ な 処 理 を 行 ら て 受 給 者 に 適 度 の 負 担 を 迪 丿名 紿 果 と: な る ご と は 断 七 二( 許 さ れ ……

■■　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　` 　　　　　　　 丶 －　・　　　 ．･
ごる べ き 變 は な い ． 単 純 ミ ズ を 犯 し て 収 入 詔 定 を しT て し ま う た 場 合 雎 、 法 こ63

条 の 適 用 場 面 で は な い ．
つ
よ っ て 、 本 件 返 還 処 分 は 違 法 で あ る ．し　

…… …
…

３ レ 処 分 庁 の 主 張 ‥ ‥‥ ‥ ‥
‥‥ ‥ ‥､

‥ ‥
‥ ‥

‥
‥ ‥

‥
‥‥ ‥ 万

卜
処 分 庁 は レ 以 下 め 大 要 の と お り 主 張 し 、卜 本 件 審 査 請 求 の 棄 却 を 求 め て い ま･

j　　　　 ・　　　　　　　　　　　　 ■I　　 ■　　　　　■　■丶　　　　 丿　　　　嵋　　　　　　　 ・　・　　　・　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　 －　Ｉす ．　 ・　 ．　` ．･　゚ ’ ．･　　　 １　’Ｉ‘　　　　 ．’ Ｉ･　．．　　　’･
．･．゚“　　Ｉ．　･･　

｀　’･･　　　 ．　 ／　　’
．　　・　．．’

（１） 本 件 返 還 処 分 は､ ＼請 求 人 め 収 入 申 告 書 が 提 出 さ れ て か ら 約 半 年 後 に 行 わ

♂　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㎜　■-　Ｉ＼ れ た も の で あ る が 、= 当 該 処 分 の 時 点 に お いT て 請 求 人 に 対 す る 法 第 ご63 条 の/

規 定 に 基 づ く 費 用 返 還 請 求 権 の 消 滅 時 効 は 成 立 し て い な い √､
‥

‥　　 ‥

（2 ） 請 求 人 が 年 金 を 受 給 し た 事 実 は 明 ら か で あ る ご と か ら 、 当 該 年 金 の 受 給

の 時 点 に お い て イ 資 力 が あ る 」’と 判 断 し て 同 条 を 適 用 し た 本 件 処 分 に 何 ら

３



⊃

⊃

違法・不当はない。

４　 判 断　　　　　
‥　　　　　　　　

十

（1 ） 法 第63 条 は 、し「被 保 護 者 が 、 急 迫 の 場 合 等 に お い て 資 力 が あ る に も か か

わ ら ず 、 保 護 を 受 け た と き は 、 保 護 に 要 す る 費 用 を 支 弁 し た 都 鑼 府 県 又 は

市 町 村 に 対 し て 、 す み や か に √ そ の 受 け た 保 護 金 岳 に 半日当 す る 金 額 の 範 囲

内 に お い て 保 護 の実 施 機 関 の 定 め る 額 を 返 還 し な け れ ば な ら な い 」 と 規 定

し て お り √「生 活 保 護 法 の 解 釈 と 運 用 （厚 生 省 社 会 局 保 護 課 長 小 山 進 次 郎･

著 ）」 に よ れ ば 、 当 該 規 定 の 「急 迫 の 場 合 等 」 の う 等 」 に う い て･は √「調 査

こ
不 十 分 の た め 資 力 あ る に か か わ ら ず √ 資 力 な し と麒 認 し て 保 護 を 決 定L した 、

･･ ・場 合 或 い は 保 護 の 実 施 機 関 が 保 護 の 程 度 の 決 定 を 誤 っ て 、 不 当 に 高 額 の 決

定 を し た 場 合 等 で あ る 」 と さ れ 七 い ま す 。ﾌ　　　 犬　　　 尚

づ　 ま た 、/「生 活 保 護 法 に よ 右保 護 の 実 施 要 領 に つ い て 」（昭 和38 年 ４ 月 １ 日･
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　！　　　　　　　　¶　　・い 社 発 第246 号 厚 生 省 社 会 局 長 通 知 。 以 下 と の 項 に お い て 単jに 「局 」と い う。）

第10 の ２ の（8 ）に お い て は ぐ「最 低 生 活 費 又 は 収 入 充 当 額 の 認 定 を 弯 更 す べ

●･　　■　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　■　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　・
ニ ノき 事 由 が 事 後 に お い て 明 ら か と な づ た 場 合 叫ﾐ 法 第80 条 を 適 用 す べ き 場 合

卜 及 び（7 ）の エ に よ=る べ き 場 合 を 除 き 、=当 該 事 由 に 基 づ き 扶 助 費 支 給 額 の 変 更
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　､¶　　I

決 定 を 行 え ば 生 ず るこ と と な る 返 納 額 （確 認 月 及 び そ の 前 月 ま で の 分 に 限:

る 。）卜を 次 回 支 給 月 以 後 の 収 入 充 当 額 と し て 計 上 し て 差 七 支｡え な い こ と 」∧と ＝

､さ れ て い ま す 。　　　　 ＼　　　 △･･。　　::　T　　’　　　｡ﾐ　　　　l,　　　●　’・　I　I･
－　　　　　●　　　　　　　　　　　　　I　　　a･　　　I¶　¶　　　　　　　「

白　 。さ ら に 、問 答 集 の 間i.3-2  r 扶 助 費 の 遡 及 支 給 の 限 度 及 び 戻 入 、返 還 の 例 」

に お い て 、F3　 収 入 の 増 減 が 明 ら か と｡な９ た 場 合 の 取 扱 い 」:９ 中 で 、「既

に 支 給 し た 保 護 費 の 一 部 （場 合 に よ う て ば 全 部 ）を 返 還 さ せ る べ き 場 合 は 、

局 第10 の2  CD (8) に よ り 、 そ の 萃 還 を 要 す る 額 を 次 回 支 給 月 以 後 の 収 入 充 、

回当 額 と七 て 計 上 す る こ と に よ っTて調 整 す る こ と が で き る 。 こ の 取 扱 い は 、
●　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●　　　　　　`

卜　 遡 及 変 更 が ２ か 月 ま で で き る の で √ こ の 戻 入 分 を 翌 月 の 収 入 に 繰 入 れ る こ

＼ と が で き る こ･と ど し た も の で あ るj ど さ れ て お り 、 続 く 留 意 す る 必 要 が あ

： る 点jの 中 にﾋ 「゙ ア＼ こ の 取 扱 い が 認 め ら れ る の は 、 確 認 月 及 び そ の 前 月 ま で

の 分 と し て 返 納 す べ き 額 に 限 る こ と 。 し た が っ て 、 そ れ 以 前 の 返 納 額 は 、

法 第63/ 条 に よ り 処 理 す べ き で あ る 」 と さ れ て い ま す 。＼　 ＼　　　 ふ

ど れ を 踏 ま え て 本 件 返 還 処 分 に つ い て み る と 、 処 分 庁 ぱ 、 請 求 人 か ら 年 ｉ

金 収 入 に つ い て 報 告 を 受 け て い た に も か か わ ち ず 、 こ れ を 収 入 認 定 せ ず 、

保 護 め 決 定 を 誤 っ て 不 当 に 高 額 の 決 定 を し て い た も の で あ る と認 め ら れ る

の で 、 処 分 庁 が 、 請 求 人 に 対 し て 誤 っ て 交 付 し た 保 護 費 に つ い て 、 法 第63

条 に 基 づ く 費 用 返 還 を 求 め た こ と 自 体 に つ い て は 、 直 ち に 違 法 又 不 当 で あ

る と 判 断 す る こ と は で き ま せ ん 。▽　　　　　 ○ 。
・　。･　　　　･･･

４

･〃･
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（2 ） し か し な が ら 、 法 第63 条 に 基 づ く 返 還 額 に つ い て は 、 問 答 集 の 問13-5

犬
「法 第63 条 に 基 づ く 返 還 額 の 決 定 」 に お い て √「原 則 と し て 当 該 資 力 を 限

度 と し て 支 給 し た 保 護 金 品 の 全 額 を 返 還 額 と す べ き で あ る 」 と し な が ら も 、

「保 護 金 品 の 全 額 を 返 還 額 ’と す る こ と が 当 該 世 帯 の 自 立 を 著 し く 阻 害 す る

と 認 め ら れ る よ う な 場 合 に つ い て は 、ご次 の 範 囲 に お い て そ れ ぞ れ の 額 を 本

来 の 要 返 還 額 か ら 控 除 し て 返 還 額 を 決 定 す る 取 扱 い と し で 差 し 支 え な い 」

と さ れ √「次 の 範 囲 」 と し て ア か ら オ の ５ 項 目 が 示 さ れ 、 そ の､ 「エ 」 に お い

て 、「 当 該 世 帯 の 自 立 更 生 の た め の や む を 得 な い 用 途 に あ て ら れ だ も の で あ
●　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㎜

つ て 、 地 域 住 民 と の 均 衡 を 考 慮 し 、 社 会 通 念 上 容 認 さ れ る 程 度 と し て 実 施

ヽ 機 関 が 認 め た 額 」 と さ れ て お り ﾃ、゙ 返 還 額 め 決 定 に づ い で は 、 実 施 機 関:の 裁

丿量 に 委 ね ら れ て い ま す6 た だ し 、 法 第63 条 に 基 づ く 返 還 額 の 決 定 に つ い て

の 実 施 機 関 の 裁 量 は 、 全 く の 自 由 裁 冓 と い う べ き で は な く 、 保 護 金 品 の 全

’額 を 返 還 額 と す る こ と が 当 該 世 帯 の 自 立 を 著 し く/阻 害 す る か ど う か に つ い

て 、 実 施 機 関 の 判 断 に 合 理 性 が な く 、 そ の 判 断 に つ い て､、 裁 量 権 の 逸 脱 な

い し 濫 用 が あ る 場 合 に は 、 違 法 と い う｡べ き で あ る と 考 え ら れ ま す 。
｀●　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　 ・　●

ま た 、 問 答 集 の 問13- 5 の （3 ）に お い て 、 ’「返 還 額 の 決 定 は 、 担 当 職 員 の

判 断 で 安 易 に 行 う と/ と な ぐ 、 法 第80 条 に よ る 返 還 免 除 の 決 定 の 場 合 と=同 様

に 卜 そ の よ う な 決 定 を 適 当 と す る 事 情 を 具 体 的 か つ 明 確 に し た 上 で 実 施 機_

関 の 意 思 決 定 を 行 うこ と 」 さ れ て い ま す 。　　　　 厂　　
‥ ‥

‥

こ れ に 照 ら し て 本 件 返 還 処 分 に つ い て み る と 、 ま ず 、 処 分 庁 が 収 入 認 定 ご

額 を 誤 っ た 金 額 の う ち 、平 成21 年11 月 分 力褐 平 成22 年 ５ 月 分 に つ い て 臆 、卜
当 該 期 間 の 年 金 収 入 の 全 額 に 相 当 す る ㎜ 円 で あ り 、 当 該 金 額 が 、 法

第63 条 に 基 づ く 本 来 の 要 返 還 額 の 全 額 で あ る と 認 め ら れ ま す 。　 二　　　 ＝

卜　
次 に 、 処 分 庁 は 、 誚 求 人 が 平 成 芻卜年 ６ 月29 則 こ処 分 庁 に 提 示 し た 預 金

・ 通 帳 か ら 同 阯 時 点 で の 貯 金 残 高 が ㎜ 円 で あ る こ と を 確 認 し て い る に も

か か わ ら ず 、 本 来 の 要 返 還 額 の 全 額 を 返 還 額 と す る こ と が 請 求 人 め 自 立 を ＝

著 し く 阻 害 す る か 否 か に つ い て 、 検 討 を 行 石 た こ と を 示 す 証 拠 は あ り ま せ

ん 。　　　　　　 十　 厂　　　　　　 ’ 二

本 件 に つ い て は √ 処 分 庁 が 、 自 ら の 瑕 疵 に よ り 保 護 費 の 不 当 な 過 払 い を

し て い る も の で あ る た め 、』 青求 人 が 、 当 月 分 と し て 支 給 さ れ た 保 護 費 を 当

月 の 生 活 の た め に 消 費 し た 可 能 性 も あ り 、 請 求 人 が 保 有 す る 貯 金 残 高 が 本

柬 の 要 返 還 額 を 下 回 る 金 額 で あ っ た に も｡か か わ ら ず 、 処 分 庁 が 本 件 返 還 処 犬

分 に お い て 行 ら た 判 断 は 、 本 来 の 要 返 還 額 の 全 額 を 返 還 額 と す る と と が 請 ＼

卜 求 人 の 自 立 を 著 し く 阻 害 す る か 否 か に つ い て 十 分 に 検 討 し た 上 で 行 わ れ た

合 理 的 な 判 断 で あ る と は 認 め ら れ ず 、 そ の 判 断 に お い て 、 裁 量 権 の 逸 脱 な

い し 濫 用 が あ る と 認 め ら れ る た め 、 違 法 な 処 分 で あ る と 判 断 さ れ ま す 。 ／

５
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(3) 以 上 か ら 、本 件 返 還 処 分 に つ い て は 、ﾚ違 法 な 処 分 と し て 取 消 し を 免 れ ない
・　　Ｉ　　　・　　　　　　　　　　　丶　　一

二 もTの と 判 断 し 、本 件 返 還 処 分 の 取 消 し を 求 め る 請 求 人 の 請 求 は √理 由 が あ る

の で 主 文 の'とお り裁 決 し ま す 。　　　　　　　　　　　　　 十　　　　 っ

平成22 年11 月５日

審査庁　静岡県知事　川勝 ．平

、　 ．･ ．･　　　　　 し　 教 ご ▽ 示　　　 △　　 ＼ 万△ … …
．　　　　　　　･ ●　　･．　　　　　釉Ｉ　　・　　●　　　　 －　　’●　　　　；　　　　 ・　　　　　．･■■　　　　　 ．　　　・　　　　Ｉ●　　　 ・　　　　 ●　　　 １　　　　　・　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　 ’・

．　　　Ｉ　　･ ．　　’・　・．、Ｉ
で　　　

．　 －
．　　 ’ ．ｌ

Ｓ　　
・　　　　･ ●１　　　・‘･　 ．　１　　　　１　１　１’．　・　’

と の 裁 決 に 不 服 が あ る と き は 、 こJ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら

起 算 し て30 日ヽ 以 内 に 、厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す （ な

■　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　ｌ　　 ・洫 √ 裁 決 が あ ら だ ご と を 知 っ た 日 の 翌 日 が ち 起 算 し て30 日 以 内 で あ づ て も ぐ 裁
、　　　　　　　　　　･

●　Ｉ　　　Ｉ　　　　　　　　 φ　　　　　 ’　　　　　　　　　　 Ｉ　　’． 丶　　　　　　　 ｜
決 が あ っ た 日 の 翌 ぼ か ち 起 算 し て １ 年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る と とI が で

■　：　　　　．　●　．　　　　　　 ●　　　　　　　･･　　 ・ ．Ｃ　　＼　　　 ’　　　 ．．
老 な く な り ま す ． ）．　　　　　 ； ‥

‥
‥

‥‥j ‥ ‥‥　
‥‥ ‥　 ‥

‥ ‥　 ‥　‥‥‥

卜 ま た 、 こ の 裁 決 に づ い て は √ こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 ９ だ 日 の 翌 日 か ら 起

算 し て ６ か 岸 以 内 に √ こ の 裁 決 の 前 提 と な る 嫐 定 を じ た 市 を 被 告 と し て 二（訴 訟
、　　　　　　　　 ａ　　　　　　　　　

¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　 ｊ
に お い て 市 を 代 表 す る も の は 市 長. ど な り ま す ．）コ 決 定 の 取 消 し の 訴 え を √ あ る い

は 県 を 被 告 と し て （ 訴 訟 に お い て 県 を 代 表 す るj も の は 知 事 と な り ま す ．） こ の 裁

決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ/ と が で き ま す （ な お √ 裁 決 が あ 七）
た ご と を 知 ら だ

1　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　 ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　 ■/1! の 翌 こ日 か ら 起 算 し て6･ か 月 こ
以 内 で 参 ？ で も 、 裁 嫐 が あ っ た 白ヶの 翌 日 か ら 起 算

し て １ 年 を 経 過 す る と 決 定 及 び 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き な く

な り ま ず ．⊃ ．　･
．
．･････
．　　　　　･･

．・･･　　 ．･･
．　 ・ ．･．･．．･ ．　　 ・ ．．十 ‥ ‥‥‥ 、

６


